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 49％の人が、評価に納得できないと回答しまし

た。一方で納得できると回答した人は38％でし

た。昨年は納得できないが54％でしたので5％低下

していますが、依然として納得できない人が、納

得できる人を11ポイントも上回っています。ボー

ナス成績率は約半数の人が納得できない制度に

なっています。 

 大いに納得している人の加算の有無を見てみる

と、加算Ⅲが38％でした。加算Ⅲは全体の10％で

すから、約4倍加算Ⅲが多いという事です。つまり

ボーナス成績率制度に納得しているというより、

高評価だかったから納得しているわけです。 

 大いに納得できないと回答した人の中で加算Ⅲは

0でしたが、加算なしは67％でした。加算なしは全体の40％です。低い評価を受けたと感じている人は

納得できていない傾向がはっきり出ています。 

 サッカーに例えるなら、負けた側が審判の判定に納得していないという事になります。「あっちの

チームもゴールはゼロだったのに、なんで向こうの勝ちになるの」という状態です。 

 これは非常に問題です。評価制度が円滑に運用されるためには納得感が必要です。ところがボーナ

ス成績率の場合は、審判が謎ルールで低く判定してきて納得できないと思っているわけです。このま

までは、制度を続ければ続けるほど評価を巡り不満がたまっていくことになり、チームワークは破壊

されパフォーマンスは下がるでしょう。 

 アンケートでも差額はなくすべきが31％、小さくすべきが22％で、過半数が加算を縮小してより平

等な制度を希望しています。一方で加算を大きくすべきは13％でした。平等な誰もが納得できるボー

ナス制度へ。抜本的な改善が必要です。（おわり） 

 

 

 

 ただ働きの強制は、セクハラと共通点があるという話をしてきました。つま

りただ働きをさせることは、重大なハラスメントだという事です。 

 ハラスメントは、個人の問題ではなく組織の問題です。ただ働きを放置して

おいた方が、組織運営上の労力が少なくて済むから、ただ働きはなくならない

のです。一見、ただ働きハラスメントの原因は、労基法無視のパワハラチック

な上司の問題のように見えます。パワハラチックな上司には、ただ働きを強制

した責任が当然あります。しかしその問題ある上司を取り除いたとしても、問

題は解決しません。新たな上司が問題を再燃させるだけです。なぜなら本当の

問題は組織だからです。（つづく） 
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